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 [授業の概要・目的]
生命・食料・環境について幅広く取り扱う学問である農学においては，生物学，化学がその基礎的
学問として存在する。しかし農学が関連する地球規模での課題の解決が求められている今日におい
ては，生物学的，化学的視点のみならず，物理学的視点も重要となる。
この授業では，農学において重要となる物理学の基礎について学び，物理学が農学にどのように応
用されているかについて理解を深めることを目的としている。そして農学における現象や応用を物
理学的な視点から理解することを通して，現象に対する多面的な理解力を涵養することを目指して
いる。

 [到達目標]
・身近にある現象を物理的に捉えて考えることを学び，それらの説明ができるようになる。
・農学において物理学がどのように役立っているかについて理解を深める。
・生物の持つ階層や物理的特徴について理解し，農産物の特殊性について説明できるようになる。

 [授業計画と内容]
講義は以下の計画に従うが，進度によって多少変更することがある。

（担当：未定）
第1回　　単位と力学の紹介
　　　　　物理単位に関する解説と4力学の紹介を行う。
第2回，第3回，第4回　　力学と農業機械
　　　　　農業機械の紹介とそれらを例に力学の基礎を解説する。

（担当：未定）
第5回，第6回，第7回　　電気
　　　　　電気の基礎を学び，導電率，インピーダンス，誘電率とその農業への応用について紹介
する。合わせて計測手法やセンサについても学ぶ。
第8回　　電磁波，音響
　　　　　電磁波について学び電磁波の農業への応用例やマイクロ波を使った研究事例について紹
介する。また音響の基礎について学ぶ。
第9回　　シミュレーション
　　　　　物理法則を応用したシミュレーションについて紹介する．

（担当：未定）
第10回，第11回　　光（可視領域）
　　　　　光の特性，発光原理について学び，光と植物成長の関係や分析手法について紹介する。
第12回　　音（振動）
　　　　　植物と音・振動の関係，産業への活用，超音波の農業への活用について学習する。
第13回　　味
　　　　　味の定義，味の知覚，味覚センサ，フィールテックについて学び，「美味しさとは」に
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ついて考える。
第14回　　香り
　　　　　「におい」について学び，その知覚，センサ，香料の科学について学習し，香りと植物
の関係について考える。

第15回　　フィードバック

 [履修要件]
授業開始時点では物理の知識は必要ではありませんが，授業中必要になる知識については，自学自
習を求めます。

 [成績評価の方法・観点]
3回出題される課題レポートで評価します。授業回数の2/3以上の出席をした者を成績評価の対象と
します。

 [教科書]
特定の教科書を用いませんが、講義に必要な資料については、プリントを配布して講義を行います。

 [参考書等]
  （参考書）
農産物性科学（1） 『 - 構造的特性と熱・力学的特性 -』（コロナ社，2011年）ISBN: 978-4-339-
05229-9
農産物性科学（2） 『- 音・電気・光特性と生化学特性 -』（コロナ社，2010年）ISBN:978-4-339-
05230-5

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業で紹介する書籍による自学自習や，日頃から身の回りの身近な現象について，物理的視点（力，
熱，エネルギー，光学現象など）で考えるように意識することを推奨します。

 [その他（オフィスアワー等）]
内容ごとに基本的な内容から説明し，理系文系を問わず理解できるように配慮します。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


